
１９４５年８月１５日の日本敗戦。この日を境に満州国の状況は一変した。『風と共に

去りぬ』のスカーレット・オハラを彷彿させる、強くたくましく生き抜く力を持

つと共に、美しく、恋多き女、森田波子を演じるのは常盤貴子。彼女は原作者な

かにし礼の実の母親だ。自律的（自立的）に、いかなる困難な状況となっても毅

然と生き抜く、日本には珍しい女性波子を見事に演じている。常盤貴子の代表作

となることまちがいなしのオススメ作だ。

　

 私の問題意識――「戦後５８年」

　日本は、２００３年１２月、自衛隊のイラク派遣を決定し、さらに、憲法改正に向け

た議論も少しずつ本格的になろうとしている。１９４５年８月１５日の日本敗戦から

２００３年の今は既に５８年が経過した。いろいろな大学で『都市法政策』の講義を担

当している私の最終的な問題意識は、「戦後５８年、日本の民主主義は機能してい

るか？」ということだ。２００３年１２月５～８日の４日間にわたって実施した愛媛大

学法文学部における『都市法政策』の集中講義で、私は映画評論のネタをたくさ

ん使ったが、中でも『スパイ・ゾルゲ』（０３年）の時代背景を２０歳前後の学生に

詳しく説明した。しかし、今の学生諸君には、満州事変や満州国そして日中戦争

やノモンハン事件等は、よほど歴史に興味を持って勉強している人でなければ理

解できない話。したがって、１９４５年８月８日のソ連の日本への宣戦布告と翌９日

の満州国への侵攻の開始、そして８月１５日のポツダム宣言受諾、８月１８日の満州
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監督＝降旗康男／原作＝なかに
し礼／出演＝常盤貴子／伊勢谷
友介／香川照之／布袋寅泰／エ
レナ・ザハーロヴァ（東宝配給
／２００３年日本映画／１１１分）

赤い月
２００３（平成１５）年１２月２４日鑑賞

東宝試写室

★★★★★



国皇帝溥儀の退位による満州国の消滅等の動きも過去の歴史上の物語のはずだ。

しかし戦後５８年を経た現在の日本は、この戦争の時代を学習することなしには語

ることができない、と私は考えている。

 原作は、なかにし礼の小説『赤い月』

　この映画の原作は、直木賞作家、なかにし礼の書いたベストセラー小説『赤い

月』。彼は、「この小説を書くために生きてきた」と断言し、また、「すべては本

当に起こったこと」と言っているように、この小説は彼の実体験にもとづく物語

だ。

　その舞台は満州。ヒロインの森田波子（常盤貴子）は夫、森田勇太郎（香川照

之）とともに日本敗戦の１０年前の１９３５（昭和１０）年、北海道の小樽から新天地の

満州国の 牡  丹  江 に渡り、一代で「森田酒造」を築き上げた。しかしこれは、かつ
ぼ たん こう

ての波子の恋人であった、関東軍参謀大杉寛治（布袋寅泰）の援助や関東軍その

ものの後ろ楯によるものだった。したがって１９４５年の日本敗戦とともに、この森

田酒造は「崩壊」し、ヒロインたちの苦難の途が始まった。

 すばらしいヒロイン常盤貴子

　しかし、なかにし礼の実母である森田波子は、この時代の日本女性には極めて

珍しいタイプの女性だったようだ。それはあたかも、『風と共に去りぬ』のヒロ

イン、スカーレット・オハラのように、美しくたくましく、そして何よりも愛に

生きたすばらしい女性だったと思われる。このヒロイン波子を演ずるのは、常盤

貴子。美しいだけでなく、強烈な意志力と現実を生き抜くたくましさと強さを持

った女性を演ずる女優としてはまさに最適。見方によっては、奔放でふしだらな

女と言われてもやむをえないような森田波子の役を見事に演じている。とりわ

け、夫の死亡を確認した後、今は阿片によって廃人同様となっている氷室啓介

（伊勢谷友介）を、必死の看病で回復させた上、その氷室と結ばれる姿を子供た

ちに目撃されながら、その子供たちに対して、「あなたたちの命と母さんの命は

つながっているの。ひとつの命なのよ！　私が死んだらお前たちも死んでしま

う。だから私は生きなければいけない。そして生きるためには愛し合う人が必要
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なのよ」と語りかけるシーンは圧巻。悪くいえば「開き直り」ともとれるセリフ

だが、常盤貴子演ずる波子が、まともに子供たちに対してこのように語りかけ、

これを納得させてしまうのだから、これはすごいの一言。

　さらに出征する長男を多くの関係者が「万歳！　万歳！」の大合唱で見送る

中、一人波子だけは「万歳！」と叫ばず、「自分の息子を見送る母親には、誰も

本心から万歳なんて叫ぶ人はいない！」と断定し、そのウサばらしのため、一

人、男とのダンスに興じている。こんな母親も珍しい。

　『ゲロッパ！』（０３年）での常盤貴子もよかったが、この『赤い月』でのヒロイ

ン役は、彼女の代表作になるだろうという予感がする。

 波子を取り巻く３人の男たち

　波子はスカーレット・オハラと同じく、「恋多き女」。今は森田勇太郎と結婚

し、子供３人をもうけているが、森田勇太郎の過去の恋敵は、帝国陸軍人で今は

中佐に昇進し、関東軍参謀となっている大杉寛治。敗戦直前の１９４４（昭和１９）

年、森田酒造が主催したパーティーに出席した大杉は波子とキワどい線まで発展

……。しかしそこは良識ある帝国軍人。「責任の持てないことは、日本男児とし

てやるべきではない……」と実にご立派……。

　波子のもう１人の「彼氏」は、商社マンで森田酒造の担当という触れ込みだ

が、実は関東軍の秘密諜報員という恐い役柄の氷室啓介。しかしこれが、今風に

言うと、ちょっとニヒルでクール、そして若くてハンサムで長身、しかも剣道の

腕が立つうえダンスもお上手というような男。だから、変わりモノ好き（？）の

波子には実にピッタリ。最初に紹介された時からお互いに興味を示し、折りにふ

れて……。ところが波子もオンナ。この氷室と、森田酒造で子どもたちにロシア

語の家庭教師をしているエレナ・イヴァノーヴァ（エレナ・ザハーロヴァ）との

「濡れ場」を目撃した波子は嫉妬に身を焦がし、エレナはソ連のスパイだと関東

軍にタレ込んだ。ここから話がややこしくなった。

　終戦直前、エレナは関東軍に逮捕され、なんとその隠れた恋人の氷室がエレナ

の首を切る役割を……。そしてこの罪の意識に苛まれた氷室は、民間人をおいて

我先に本国へ逃げ帰ろうとする関東軍を尻目に、自己の罪を償うべく独自の行動
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を開始したが……。

 日本映画に珍しい大河ドラマ

　この映画のメインの物語は、１９４５年８月９日のソ連の満州国侵攻から始まる脱

出劇。しかしそこに至るまでの満州国や関東軍そして１９３５年から１０年間にわたる

森田酒造の繁栄ぶりがうまく対比されて描かれている。満州国の牡丹江を拠点と

した森田酒造は大きな屋敷をもち、パーティーではジャズが流れ、ダンスに興じ

るという日本本土では考えられないような生活を謳歌していた。純粋に新天地満

州を夢見て日本本土から大陸に渡った人達は、たくさんいたはず。当時の「五族

協和」「王道楽土」というスローガンは、決して偽りではなかったはずだ。しか

しソ連の対日宣戦布告により事態は一変。波子たちはただひたすら脱出するこ

と、そして生き続けることだけがその目標となった。こんな大きな歴史の節目を

迎えながら、家族を愛し、男たちを愛し、強く生き続ける波子の姿は、日本映画

ではまずお目にかかれない大河ドラマのヒロイン役であり、実に感動的。見事な

仕上がりとなっている。

 波子の生き方には学ぶことがいっぱい

　満州国は、日本が他人の土地に勝手に乗り込んでいき、地元の人達を抑圧して

つくった身勝手な国であることは歴史的に自明のこと。しかし１９３２（昭和７）年

３月、満州国が建国された時、そんな風に思う日本人はごく一部の例外を除い

て、誰もいなかった。一般国民のほとんどが新天地に「王道楽土」を夢見たのは

当然だった。その中でも森田勇太郎の妻の森田波子は、この新天地で自分たちの

夢を実現するべく懸命に努力を続けた。森田酒造の成功は、波子たちのこの前向

きの努力の賜物だ。たとえそれが「関東軍」の後ろ楯によるものであったとして

も……。

　しかし１９４５年８月１５日を境にすべてが逆転した……。そして日本敗戦の翌年

１９４６年４月から、日本人の満州国からの引揚げが開始された。波子は２人の子供

を連れて、引揚げ列車に乗り込んだが、その引揚げ列車でのシーンは印象的。多

くの日本人引揚げ者は、「俺たちは国に騙された。俺たちの満州国での１０年は一
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体何だったんだ！」と不平不満をぶちまけ、今や「紙切れ」となった満州国の紙

幣をばらまいた。しかし波子はこれとは全く違う考え方をもっていた。すなわち

波子は、「私は国に騙されてここへ来たのではない。あくまで自分の意志で満州

国に来た」と言うのだった。これは今風に言えば、「自己責任」ということだが、

あの当時の日本人女性の中に、このような自律的（自立的）な考え方をする人物

がいたことは新鮮な驚きだ。このような考え方で毎日を生きてきた波子なら、日

本への引揚げが完了した後も立派に生きていくことができるだろうし、２人の子

供たちもこの波子の生き方を学ぶことだろうと確信できる。自律的（自立的）意

思を十分もたないまま、集団的に右へ左へと揺れながら流されていく日本人が多

い中、このような波子の「自律的（自立的）」生き方から学ぶべきものは多いと

私は思うのだが……。

 ２００３（平成１５）年１２月２４日記
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　満州を舞台として日中戦争を描いた

映画やドラマは多いが、日本側からこ

れを描く場合は、平和憲法下での日本

の戦争観や中国の反日感情など、いろ

いろな問題に神経を使わざるをえな

い。しかしその分、山本薩夫監督の

『戦争と人間』３部作（７０～７３年）は

じめとする完成作には、「あの時代」

「あの戦争」を考えさせてくれる名作

が多い。『赤い月』が最新の感動作な

ら、ひと昔前の感動作は『落陽』（９２

年）。この映画を理解するには、「関東

軍」「五族協和」「王道楽土」「石原完

爾」「大陸浪人」等のキーワードの勉

強が不可欠。また、現役女優から今や

文筆家となった感が強い檀ふみの父親

である檀一雄の長編小説を映画化した

のが『夕日と拳銃』（５６年）。私は東千

代之介主演のこの映画は観ていない

が、１９６４年の工藤堅太郎主演のテレビ

版を観て、ひどく興奮したことを覚え

ている。２００４年８月、日本経済新聞の

「私の履歴書」には、山口淑子が登場

した。劇団四季のミュージカル『李香

蘭』はこの山口淑子をモデルとし、李

香蘭と男装の麗人川島芳子の人生をド

ラマティックに描いた感動モノ。『赤

い月』の観賞を契機として、もっとも

っと「あの時代」「あの戦争」の勉強

を深めていきたいものだ。

満州に描いた夢あれこれ

ミニコラム


